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人
類
愛
善
会
副
会
長
　
宮
　

下	

愛
　

善

カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
国
際
集
会
へ
の
参
加

　

10
月
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
（
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
主
催
）

の
平
和
の
た
め
の
国
際
集
会
に
大
本
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
１
９
８
６
年
か
ら
毎
年
続
い
て
い
る
行
事
で
す
。
主
催
者
側
の
要
請
を

受
け
、
大
本
か
ら
５
年
ぶ
り
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
紛
争
を
契
機
に
、
平
和
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
が
集

会
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
教
団
か
ら
約
千
人
、
日
本
か
ら
は
天

台
宗
、
立
正
佼
成
会
な
ど
７
教
団
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
主
な
行
事
は
、
多
数
あ
る
テ
ー
マ
別
の
パ
ネ
ル
討
議
と
、
教
団
ご
と

別
々
に
行
う
祈
り
、
最
終
日
の
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
コ
ロ
ッ
セ
オ
で
の
ミ
サ
で
す
。

パ
ネ
ル
討
議
で
は
、
事
務
局
の
手
違
い
か
、
予
定
の
討
議
と
違
う
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
３
５
０
人
満
席
の
会
場
で
い
き
な
り
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
て
壇
上
に
上
が
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
２
回
も
ス
ピ
ー
チ
を
行
う

機
会
に
恵
ま
れ
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

　

万
教
同
根
、
同
じ
源
の
神
さ
ま
の
下
で
皆
が
兄
弟
同
胞
で
あ
る
こ
と
や
、
ま

た
世
界
連
邦
の
地
球
市
民
で
あ
る
と
認
識
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
通
訳
な
し

に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
平
和
の
祈
り
や
対
話
を
行
う
こ
と
、
そ
れ
ら
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
と
問
い
か
け
、
地
上
天
国
実
現
の
た
め
に
一
緒

に
祈
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
内
容
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
方
が
、
ス

ピ
ー
チ
に
感
激
し
た
と
握
手
を
求
め
て
来
ら
れ
、
気
持
ち
が
通
じ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

バ
チ
カ
ン
の
至
近
に
は
大
本
ロ
ー
マ
支
部
が
あ
り
、
19
人
が
集
ま
る
月
次
祭

を
厳
粛
に
行
い
ま
し
た
。
支
部
長
の
ニ
コ
ラ
・
コ
ラ
オ
さ
ん
は
、
ロ
ー
マ
（
カ

ト
リ
ッ
ク
の
聖
地
）
で
大
道
場
講
座
や
日
本
文
化
の
紹
介
講
座
を
開
い
て
ほ
し

い
、
人
は
自
分
が
集
め
る
、
と
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
年
み
ろ
く

大
祭
教
主
さ
ま
の
ご
あ
い
さ
つ
「
大
本
の
教
え
を
も
っ
と
堂
々
と
胸
を
張
っ
て

宣の

べ
伝
え
る
べ
き
時
」
を
感
じ
ま
し
た
。
熱
を
持
っ
て
大
神
さ
ま
の
お
光
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
く
べ
き
「
時
」
は
今
で
す
。



  

１１
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

１１
日
（
日
（
日日
））  

午
前
７
時
〜

午
前
７
時
〜  

		

新
年
祭
・
年
賀
交
換

新
年
祭
・
年
賀
交
換

１１
日
〜
３
日
（

日
〜
３
日
（
日日
〜
火
）
午
前
９
時

〜
火
）
午
前
９
時
3030
分
〜
分
〜  

		

年
賀
年
賀

７７
日
（
土
）
午
前

日
（
土
）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜  

		

東
光
苑
七
草
粥

東
光
苑
七
草
粥

８８
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

		

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典
・
合
格
祈
願
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典
・
合
格
祈
願
祭

1919
日
（
金
）

日
（
金
）  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

		

聖
師
毎
年
祭（

聖
師
毎
年
祭（
7575
年
）
年
）

2525
日
（
水
）

日
（
水
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

		

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

		

　
講
題

　
講
題				

霊
山
・
弥
仙
山
と
岩
戸
開
き

霊
山
・
弥
仙
山
と
岩
戸
開
き

		

　
　
　
　

　
　
　
　
〜
１
２
０
年
前
の
神
事

〜
１
２
０
年
前
の
神
事

		

講
師
講
師				

橋
本
伸
作

橋
本
伸
作
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

千年のちの世まで千年のちの世まで
〜長生殿建設に込〜長生殿建設に込

東光苑七草粥について
　3 年ぶりに令和５年の東光苑七草粥を、
開催いたします。
　開催日　　令和５年１月７日（土）
　開催時間　午前 10 時 30 分〜 15 時
※ただし、状況によっては変更する場合
がありますのでご了承願います。
　大勢の皆さまのご来苑をお待ちしてお
ります。

秋
季
大
祭
を
執
行

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
1⺼ 25日（水）19：00 〜

　講師：橋本伸作（大本東京宣教センター長）
　大本の草創期には、大本独特のさまざまな
神事が行われています。一般的には馴染みの
ないものもありますが、大本開教の意義や因
縁を示すために必要な事柄でした。弥仙山岩
戸開きの神事もその一つ。明治 36（1903）
年に、出口なお開祖、出口王仁三郎聖師、出

口すみこ二代教主、そして１歳となる出口直日三代教主
がそろって弥仙山に参拝した神事についてお話しします。

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

　

東
光
苑
秋
季
大
祭
・
新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三

詣
り
は
、
11
月
13
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎

主
・
出
口
眞
人
氏
の
も
と
執
行
さ
れ
た
。

　

当
日
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
に
配
慮
し
な
が

ら
、
参
拝
者
を
受
け
入
れ
て
執
行
し
、
２
０
６

人
が
参
拝
し
た
＝
写
真
左
。　

　

祭
員
は
各
主
会
の
祭
務
部
長
が
、
伶
人
は
二

絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
髙
野
富

輝
夫
埼
玉
主
会
長
が
、
東
光
庵
で
は
添
釜
が
開

か
れ
高
野
社
中
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
で
は
信
徒
有
志
か
ら
の
五
穀
や
野
菜
の

献
納
品
も
お
供
え
さ
れ
、
お
下
が
り
と
し
て
参

拝
者
に
下
附
さ
れ
た
。

　

祭
典
後
、
七
五
三
詣
り
６
名
の
お
子
さ
ん
に

橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
千
歳
飴

が
贈
ら
れ
た
。
引
き
続
き
橋
本
セ
ン
タ
ー
長
が

あ
い
さ
つ
。

　

引
き
続
い
て
斎
主
の
出
口
眞
人
氏
が
あ
い
さ

つ
・
講
話
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
梅
干
し
、
味
噌
、

マ
イ
箸
、
箸
袋
な
ど
の
青
松
会
バ
ザ
ー
が
催
さ

れ
た
。

　

家
庭
平
安
祈
願
祭
（
第
31
回
）
は
、
10
月

22
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
加
藤
道

明
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
た
＝
写
真
左
。

　

祭
典
で
は
、
斎
主
と
祭
員
が
全
国
か
ら
申

し
込
ま
れ
た
４
３
１
件
の
氏
名
を
全
て
読
み

上
げ
、
家
庭
の
平
安
と
繁
栄
を
祈
念
。

　

祭
典
後
、
西
山
桂

一
郎
愛
善
宣
教
課
長

が
「
穏
や
か
な
家
庭

を
築
く
た
め
に
」
と

題
し
て
記
念
講
話
。

　

な
お
、
全
国
か
ら

申
し
込
ま
れ
た
家
庭

平
安
祈
願
は
祭
典
後

１
週
間
、
東
光
苑
ご

神
前
で
継
続
さ
れ

た
。

家
庭
平
安
祈
願
祭
を
執
行

霊山弥仙山と岩戸開き霊山弥仙山と岩戸開き
〜〜１２０年前の神事１２０年前の神事〜〜

東 光 苑 オ ン ラ イ ン 講 座東 光 苑 オ ン ラ イ ン 講 座

                    配 信 日 変 更 の お 知 ら せ配 信 日 変 更 の お 知 ら せ

令和 5年 1月〜令和 5年 1月〜 　　　　
毎月 25 日毎月 25 日

　　
午 後 7 時 に 配 信 ！午 後 7 時 に 配 信 ！

　

10
月
30
日
（
日
）、
一
宮
浅
間
神
社
（
山
梨
県

西
八
代
郡
）
の
御
神
体
山
と
仰
ぐ
正
体
山
山
頂
に

て
、
正
体
山
秋
季
大
祭
が
執
行
さ
れ
、
麓
の
遥
拝

所
を
含
め
、
26
人
が
参
拝
し
た
。

　

こ
の
正
体
山
は
、
西
暦
８
４
６
年
の
富
士
山
噴

火
の
際
、
富
士
山
の
ご
祭
神
、
木
の
花
咲
耶
姫
命

が
遷
座
さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
大
本
本
部
所
有

の
霊
山
。
山
頂
の
石
の
宮
に
は
四
代
教
主
さ
ま
ご

染
筆
の
御
神
体
が
奉
斎
さ
れ
て
い
る
。
三
代
教
主

さ
ま
の
ご
命
に
よ
り
、
昭
和

40
年
か
ら
、
毎
年
５
月
と
10

月
に
山
梨
主
会
を
中
心
と
し

た
有
志
に
て
例
大
祭
が
励
行

さ
れ
て
い
る
。

　

祭
典
前
日
に
は
、
献
労
奉

仕
団
が
結
成
さ
れ
、
参
道
の

整
備
や
樹
木
の
伐
採
、
祭
場

の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

正
体
山
秋
季
大
祭


